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(57)【要約】
【課題】　分析装置で使用する、複数のノズルを束ねた
構造からなる液体を吸引／吐出するためのノズルであっ
て、効率良く洗浄することができ、ノズルで扱った液体
に含まれる塩類等の析出物がノズルの外面に蓄積しにく
いノズルを提供すること。
【解決手段】　複数のノズルを束ねた構造からなる液体
を吸引／吐出するための集合ノズルにおいて、前記複数
のノズルは固定部により固定されており、前記複数のノ
ズルは前記固定部の下端から突出しており、前記下端か
ら突出した複数のノズルの上部は前記複数のノズルが露
出せず、かつ前記複数のノズル周辺の空隙を減らすよう
に前記固定部よりも細い外径からなる覆いで覆うことで
、前記課題を解決する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数のノズルを束ねた構造からなる液体を吸引／吐出するための集合ノズルであって、
前記複数のノズルは固定部により固定されており、
前記複数のノズルは前記固定部の下端から突出しており、
前記下端から突出した複数のノズルの上部は、前記複数のノズルが露出せず、かつ前記複
数のノズル周辺の空隙を減らすように、前記固定部よりも細い外径からなる覆いで覆われ
ている、前記集合ノズル。
【請求項２】
複数のノズルが、液体を吐出するための１本以上のノズルと、液体を吸引するための１本
以上のノズルとを、少なくとも含むノズルである、請求項１に記載の集合ノズル。
【請求項３】
集合ノズルを移動させる手段により上下方向に移動可能な、請求項１または２に記載の集
合ノズル。
【請求項４】
集合ノズルを移動させる手段によりさらに水平方向に移動可能な、請求項３に記載の集合
ノズル。
【請求項５】
請求項１から４のいずれかに記載の集合ノズルを、ノズル洗浄手段によるノズル洗浄液の
噴射により洗浄する方法であって、
前記ノズル洗浄液の噴射位置を、集合ノズルが有する複数のノズルのうち覆いから露出し
ている部分、および集合ノズルに設けた覆いの下部とする、前記洗浄方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、分析装置で使用する液体を吸引／吐出するためのノズルに関する。特に本発
明は、複数のノズルを束ねた構造からなる、液体を吸引／吐出するためのノズルに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　免疫化学検査や生化学検査の分野で用いられる自動分析装置では、試料や試薬の分注に
吸引／吐出ノズルが使用される。また分析に使用した後の反応容器を洗浄して繰り返し使
用する場合は、反応液を吸引除去した後に、反応容器内に洗浄液を供給してその洗浄液を
吸引除去する洗浄工程がある。さらに免疫化学検査では、反応容器の内面や反応容器に入
れた磁性粒子等を固定化相とし、分析対象の成分に結合する捕捉分子を前記固定化相に固
定して、捕捉分子と分析対象成分とを結合させた後、不要な成分を除去するために、反応
容器内の反応液を吸引除去し、洗浄液を供給した後、不要成分とともに洗浄液を吸引除去
するＢ／Ｆ（Ｂｏｕｎｄ／Ｆｒｅｅ）分離またはＢ／Ｆ洗浄と呼ばれる工程がある。これ
らの洗浄工程においては、洗浄液供給ノズルと洗浄液吸引ノズルが使用される。
【０００３】
　分注に使用される吸引／吐出ノズルは使い捨てのノズルチップを使用する場合があるが
、ノズルを洗浄して繰り返し使用する場合もある。また反応容器の洗浄やＢ／Ｆ分離また
はＢ／Ｆ洗浄の工程に使用される洗浄液供給ノズルと洗浄液吸引ノズルは、洗浄し、繰り
返し使用される場合が多い。
【０００４】
　洗浄に使用するノズルは、一般的に洗浄液の吐出用ノズルと、反応液や洗浄液の吸引用
ノズルとで別々のノズルを使用するが、小さな反応容器を使用する場合や、ノズル部を移
動させる機構の簡略化や小型化のために、複数のノズルを束ねた１つの集合ノズルとする
場合がある。例えば特許文献２には、反応容器を洗浄する洗浄液を供給するノズルと洗浄
後の洗浄液を吸引するノズル、あわせて４本をまとめて固着した集合ノズルを開示してい
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る。
【０００５】
　前述した集合ノズルを試料、試薬または反応液に浸漬した場合や、前述した集合ノズル
で試料、試薬または反応液を吸引し、その後前記ノズルを洗浄することで繰り返し使用す
る場合は、浸漬または吸引した液体中に含まれる成分がノズルの内面や外面に付着するた
め、付着した成分が次に扱う液体に混入しないようにノズルを十分に洗浄する必要がある
。
【０００６】
　一般的に、自動分析装置で繰り返して使用するノズルの洗浄は、移動可能なノズルをノ
ズル洗浄手段まで移動させた後、特許文献１や特許文献３に開示されるように、ノズル洗
浄液をノズルに噴射する等して洗浄する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１０－０１９７４６号公報
【特許文献２】特開２０１１－２２７０６５号公報
【特許文献３】特開２０１３－１３４１４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　１本の単独ノズルを洗浄する場合は、ノズルを洗浄手段に移動させた後、ノズル内面は
ノズル洗浄液をノズル内部を通過させるようにして洗浄し、ノズル外面はノズル洗浄液を
ノズル外面に噴射して洗浄するが、前記洗浄手段の形状や、前記ノズル洗浄液の成分、量
、供給圧等の条件を適切にすることで十分な洗浄効果が得られる。
【０００９】
　一方、複数のノズルを束ねた集合ノズルを洗浄する場合は、複数のノズル間の隙間やノ
ズル間の溝となったノズル外面の部分を伝わって、ノズルが扱った液体がノズル外面を上
昇する現象が発生し、ノズル外面を洗浄するためのノズル洗浄液を噴射できない高さまで
扱った液が上昇する場合がある。前記ノズル外面を上昇した液体は、乾燥することでその
中に含まれる塩類等が析出し、析出物が次第に蓄積する場合がある。この場合は、ノズル
の洗浄が十分に行なえないだけでなく、析出物が反応容器の中に落下したり、ノズルの移
動中に分析装置の中に析出物が落下して汚染の原因になることがある。
【００１０】
　前記液体が上昇したノズル外面の上端はノズル固定部に固定されているが、この固定部
は一般的にノズル部を移動させる機構に繋がった構造体になっており、さらには表面積が
大きい形状であるため、この固定部にノズル洗浄液を噴射することは、自動分析装置のさ
らなる汚染を引き起こす可能性があるため、一般的には行なわれない。
【００１１】
　特許文献１や特許文献３にはノズル洗浄手段について開示されているが、ノズル洗浄手
段による集合ノズルの洗浄については言及していない。また特許文献２は反応容器を洗浄
する際に液が飛散することを防止する覆いを有した集合ノズルを開示されているが、集合
ノズル自体の洗浄に関しては言及していない。
【００１２】
　そこで本発明の課題は、分析装置で使用する、複数のノズルを束ねた構造からなる液体
を吸引／吐出するためのノズルであって、効率良く洗浄することができ、ノズルで扱った
液体に含まれる塩類等の析出物がノズルの外面に蓄積しにくいノズルを提供することであ
る。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記課題を解決するために、複数のノズルを束ねた構造からなる液体を吸引／吐出する
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ための集合ノズルの形状に着目して、鋭意検討を重ねた結果、本発明に到達した。
【００１４】
　すなわち本発明の第一の態様は、
複数のノズルを束ねた構造からなる液体を吸引／吐出するための集合ノズルであって、
前記複数のノズルは固定部により固定されており、
前記複数のノズルは前記固定部の下端から突出しており、
前記下端から突出した複数のノズルの上部は、前記複数のノズルが露出せず、かつ前記複
数のノズル周辺の空隙を減らすように、前記固定部よりも細い外径からなる覆いで覆われ
ている、前記集合ノズルである。
【００１５】
　また本発明の第二の態様は、複数のノズルが、液体を吐出するための１本以上のノズル
と、液体を吸引するための１本以上のノズルとを、少なくとも含むノズルである、前記第
一の態様に記載の集合ノズルである。
【００１６】
　また本発明の第三の態様は、集合ノズルを移動させる手段により垂直方向に移動可能な
、前記第一または第二の態様に記載の集合ノズルである。
【００１７】
　また本発明の第四の態様は、集合ノズルを移動させる手段によりさらに水平方向に移動
可能な、前記第三の態様に記載の集合ノズルである。
【００１８】
　さらに本発明の第五の態様は、
前記第一から第四の態様のいずれかに記載の集合ノズルを、ノズル洗浄手段によるノズル
洗浄液の噴射により洗浄する方法であって、
前記ノズル洗浄液の噴射位置を、集合ノズルが有する複数のノズルのうち覆いから露出し
ている部分、および集合ノズルに設けた覆いの下部とする、前記洗浄方法である。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明は、複数のノズルを束ねた構造からなる液体を吸引／吐出するための集合ノズル
において、前記複数のノズルは固定部により固定されており、前記複数のノズルは前記固
定部の下端から突出しており、前記下端から突出した複数のノズルの上部は前記複数のノ
ズルが露出せず、かつ前記複数のノズル周辺の空隙を減らすように前記固定部よりも細い
外径からなる覆いで覆われていることを特徴としている。
【００２０】
　本発明の集合ノズルは、ノズルが扱った液体が、複数のノズル間の隙間やノズル間の溝
になった部分を伝わって、ノズル外面を上昇する現象を防止することができる。
【００２１】
　また本発明の集合ノズルは、ノズル洗浄手段によるノズル洗浄液の噴射により前記集合
ノズルを洗浄する際、前記覆いから露出した複数のノズルとともに、前記覆いの下部も洗
浄できるため、ノズルが扱った液体に含まれる塩類等の析出物の蓄積を防止することがで
きる。このため、前記析出物の落下による、集合ノズルで吸引／吐出する反応容器内への
汚染や、集合ノズルの移動中に前記析出物が落下することによる、分析装置内への汚染を
防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の集合ノズルの一態様を示した図である。
【図２】従来の集合ノズルの一態様を示した図である。
【図３】本発明の集合ノズルおよびノズル洗浄手段の一態様を示した図である。
【図４】従来の集合ノズルおよびノズル洗浄手段の一態様を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
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　以下、図面を用いて本発明をさらに詳細に説明する。
【００２４】
　本発明の集合ノズルの一態様を図１に示す。図１のノズル１００は、Ｂ／Ｆ（Ｂｏｕｎ
ｄ／Ｆｒｅｅ）洗浄液供給ノズル（吐出ノズル）１１とＢ／Ｆ洗浄液吸引ノズル１２とを
束ねた集合ノズルである。前記集合ノズルは固定部２０ａにより固定されており、固定部
２０ａの下端から下に突出しているが、前記下端から下に突出している部分のうち上部に
あたる部分は、前記集合ノズルが露出せず、かつ前記集合ノズルの周りの空隙を減らすよ
う、ノズルガイド（覆い）３０ａで覆われている。ノズルガイド３０ａで覆われた部分は
、前記集合ノズルで扱った液体に含まれる塩類等の析出物の蓄積を防ぐことができる。
【００２５】
　一方、図２に示す従来の集合ノズル１１０は、本発明の集合ノズルの特徴であるノズル
ガイド（覆い）に相当するものがなく、ノズル固定部２０ａの下端から直接Ｂ／Ｆ洗浄液
供給ノズル（吐出ノズル）１１およびＢ／Ｆ洗浄液吸引ノズル１２が突出している。図２
の集合ノズルを用いて洗浄液の吸引／吐出操作を行なうと、前記集合ノズルで扱った液体
が、２本のノズルの間の外面を伝わってノズル固定部の下端まで達し、そこにノズルで扱
った液体に含まれる塩類等の析出物が蓄積する場合がある。
【００２６】
　本発明の集合ノズル２００および前記集合ノズルを洗浄するノズル洗浄手段４００の一
態様を図３に示す。集合ノズル２００は、Ｂ／Ｆ洗浄液供給ノズル（吐出ノズル）１１と
Ｂ／Ｆ洗浄液吸引ノズル１２と液体供給ノズル１３とを束ねた集合ノズルである。前記集
合ノズルは固定部２０ｂにより固定されており、固定部２０ｂの下端から下に突出してい
るが、前記下端から下に突出している部分のうち上部にあたる部分は、前記集合ノズルが
露出せず、かつ前記集合ノズルの周りの空隙を減らすよう、ノズルガイド（覆い）３０ｂ
で覆われている。集合ノズル２００は移動用のアーム（集合ノズルを移動させる手段）５
０に接続されており、垂直方向および水平方向に移動することができる。集合ノズル２０
０を洗浄する場合は、移動アーム５０でノズル洗浄槽４０上の所定の位置までノズルを移
動後、ノズル洗浄液をノズルガイド３０ｂの下部および集合ノズルの露出部へ噴射できる
位置まで下降させ、ノズルを洗浄する。
【００２７】
　比較として、従来の集合ノズル２１０および前記集合ノズルを洗浄するノズル洗浄手段
４００を図４に示す。集合ノズル２１０は、ノズルガイド３０ｂがない他は、図３に示す
集合ノズル２００と同一である。図４の態様では、集合ノズルで扱った液体がノズルの外
面を伝わって上昇し、ノズル洗浄液を噴射できない部分まで塩類等の析出物６０が蓄積す
るため、反応容器や分析装置を汚染させる原因となる。一方、図３に示す本発明の集合ノ
ズル２００は、固定部２０ｂ下端から突出した集合ノズルの上部がノズルガイド３０ｂで
覆われているため、析出物等の蓄積を防止することができる。さらに集合ノズルで扱った
液体が付着する可能性のあるノズルガイド３０ｂ下部については、ノズル洗浄手段による
ノズル洗浄液の噴射により洗浄できるため、析出物等が蓄積されるおそれはない。
【符号の説明】
【００２８】
　１００、１１０、２００、２１０：集合ノズル
　４００：ノズル洗浄手段
　１１：Ｂ／Ｆ洗浄液供給ノズル
　１２：Ｂ／Ｆ洗浄液吸引ノズル
　１３：液体供給ノズル
　２０ａ、２０ｂ：ノズル固定部
　３０ａ、３０ｂ：ノズルガイド
　４０：ノズル洗浄槽
　４１：ノズル洗浄液供給口
　４２：ノズル洗浄液排出口
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　５０：移動アーム
　６０：析出物

【図１】

【図２】

【図３】
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